
地域包括支援センターだより 問南部地域包括支援センター
　℡22-6886

高富児童館だより 問高富児童館　℡22-4750

児童館デビューしよう！
　今年度の3・4か月児健診、10・11か月児健診は、保健福祉ふれあいセンターに集まる集団健診では
なく、医療機関での受診となりました。同じ月齢の子どもを持つ保護者が集まる機会が少なくなってい
ます。
　そこで、高富児童館では毎月3・4か月児健診が済んだお子さんと保護者が集まって、ふれあい遊びを
したり、おしゃべりをしたり交流する場を設けています。

○○月生まれさん、集まれ〜　※9月は令和2年4月生まれのお子さんと保護者が対象
▶日時　毎月第4木曜日　10時30分〜11時30分　※9月は27日（日）
▶場所　高富児童館　1階　遊戯室
▶申込方法　電話または高富児童館来館時に申し込みしてください。
　　　　　　3・4か月児健診の際の配布物と一緒にチラシが入っていますので、確認してください。

　また、コロナ禍にあって、まだまだお出掛けが不安と
いう人も多いと思います。
　高富児童館では、オンラインでの講座や交流会も随時
実施していきます。コロナ禍であってもつながりを大切
に、子育て中の親子が少しでも安心して、楽しく子育て
できるようにサポートしていきます。

防ごう　高齢者虐待
高齢者虐待とは？
▶身体的虐待　殴る、蹴る、体を拘束するなど
▶心理的虐待　言葉による暴力、無視するなど
▶性的虐待　　性的暴力やいたずらをするなど
▶経済的虐待　高齢者名義の預貯金や不動産を無断で処分、取り上げるなど
▶介護・世話の放棄・放任　必要な治療を受けさせない、生活の援助をしないなど

　介護の悩みや思いを一人で抱え込まずに周囲に相談しましょう。
　近隣で気になる高齢者や介護者がいたら、次の相談・問い合わせ
先まで連絡してください。また、困っている人には、地域で見守り
ながら次の相談・問い合わせ先へ相談するよう勧めてください。

【相談・問い合わせ先】

健康介護課　℡22-6838
南部地域包括支援センター　℡22-6886
北部地域包括支援センター　℡52-3340
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　　連　載　　

市
で
は
、
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
や
女
性
活

躍
推
進
に
積
極
的
な
事
業
所
を
山
県
市
さ
く
ら
カ
ン

パ
ニ
ー
と
し
て
認
定
し
て
い
ま
す
。
連
載
で
は
、
認

定
企
業
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。
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き
ら
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と
輝
く
！

　
さ
く
ら
カ
ン
パ
ニ
ー

こ
こ
が
さ
く
ら
カ
ン
パ
ニ
ー
！

・「
い
か
に
楽
し
く
仕
事
を
す
る
か
」を

モ
ッ
ト
ー
に
、
会
社
を
挙
げ
て
ワ
ー
ク
・

ラ
イ
フ・バ
ラ
ン
ス
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

・
全
社
員
の
有
給
休
暇
取
得
率
が
90
％
を

超
え
て
い
る
。

・
子
育
て
世
代
の
従
業
員
や
パ
ー
ト
従
業

員
な
ど
が
希
望
に
沿
っ
た
働
き
方
が
で
き

る
よ
う
、
雇
用
時
間
を
柔
軟
に
設
定
し
て

い
る
。

わ
が
社
の
さ
く
ら

　
人
間
関
係
と
職
場
環
境
の
良
さ
が
会
社

の
自
慢
で
す
。
と
語
る
三
島
さ
ん
に
話
を

聞
き
ま
し
た
。
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家
庭
が
充
実
す
れ
ば
仕
事
も
充
実
す
る

と
よ
く
言
い
ま
す
が
、
私
の
働
く
会
社
で

は
そ
れ
が
実
践
さ
れ
て
い
る
と
す
ご
く
感

じ
ま
す
。

　
時
間
外
の
意
識
も
高
く
有
給
休
暇
も
取

り
や
す
い
環
境
が
整
備
さ
れ
て
い
て
い
ま

す
。
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
体
調
や
家
庭
の

都
合
に
合
わ
せ
て
勤
務
時
間
の
相
談
に
も

乗
っ
て
く
れ
ま
す
し
、
私
た
ち
か
ら
の
改

善
提
案
に
も
積
極
的
に
耳
を
傾
け
て
く
れ

ま
す
。

　
そ
う
い
っ
た
み
ん
な
で
助
け
合
っ
て
楽

し
く
仕
事
に
取
り
組
ん
で
い
こ
う
と
い
う

会
社
の
姿
勢
が
、
良
好
な
人
間
関
係
が
築

け
て
い
る
要
因
だ
と
思
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
社
員
全
員
の
力
を
合
わ

せ
て
、
共
に
成
長
で
き
る
よ
う
頑
張
っ
て

い
き
ま
す
。

参拝者によるお勤めの様子

市
無
形
民
俗
文
化
財
調
査
報
告
書
は
、
市
内

の
小
中
学
校
、
図
書
館
、
中
央
公
民
館
、
地

区
公
民
館
に
備
え
て
あ
り
ま
す
。

■
実 

施 

日
　
8
月
下
旬
〜
9
月
26
日

■
実
施
場
所
　
長
滝
虚こ

空く

蔵ぞ
う

菩ぼ

薩さ
つ

堂ど
う

■
実
施
主
体
　
長
滝
自
治
会

市
内
に
は
、
先
人
が
築
き
、
大
切
に
守
っ
て
き
た
伝
統

的
な
祭
り
や
民
俗
芸
能
な
ど
の
無
形
民
俗
文
化
財
が
多

数
継
承
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
地
域
の
宝
で
あ
る

民
俗
芸
能
や
行
事
に
つ
い
て
、「
岐
阜
県
山
県
市
無
形

民
俗
文
化
財
調
査
報
告
書
」か
ら
紹
介
し
ま
す
。
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能
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長
滝
の
念
仏
講

　
　
　（
伊
自
良
地
域
　
長
滝
）

22

【
内
容
】

当
番
に
よ
る
念
仏
　
8
月
下
旬
か
ら
9
月

25
日
ま
で
、
毎
日
午
後
7
時
頃
に
御
堂
を

開
け
、「
折お
り
お
膳ぜ
ん（
御お

霊り

供く

膳ぜ
ん
）」と
お
菓
子

を
供
え
、
花
を
立
て
ま
す
。
集
ま
っ
た
集

落
の
人
々
と
と
も
に
、
虚
空
蔵
菩
薩
念
仏

と
般
若
心
経
を
三
巻
ず
つ
唱
え
ま
す
。

結
願
　
9
月
26
日
午
後
3
時
、
年
に
一
度

の
本
尊
を
開
帳
し
ま
す
。
本
尊
前
に
は
、

折
お
膳
と
花
な
ど
を
供
え
、
蝋ろ
う
そ
く燭
を
灯と
も
し

ま
す
。
甘
南
美
寺
か
ら
住
職
を
招
き
、
世せ

尊そ
ん
偈げ

一
巻
、
般
若
心
経
一
巻
、
消し
ょ
う

災さ
い
呪じ
ゅ
三

遍
、
最
後
に
回え

向こ
う
文ぶ
ん
を
唱
え
ま
す
。
住
職

の
読
経
が
終
わ
り
退
出
さ
れ
た
後
、
参
拝

者
だ
け
で
虚
空
蔵
菩
薩
念
仏
と
般
若
心
経

を
五
巻
ず
つ
唱
和
し
ま
す
。

【
由
来
・
起
源
】

　
地
域
の
人
々
に
は「
稲
荷
山（
御
堂
の
北

側
に
位
置
す
る
）の
大
き
な
平
ら
な
石
の

上
に
安
置
し
て
い
た
虚
空
蔵
菩
薩
を
現
在

の
御
堂
に
下
ろ
し
て
き
た
」「
念
仏
は
家
内

安
全
、
五
穀
豊ほ
う
穣じ
ょ
う

を
祈
願
す
る
も
の
」「
近

隣
で
疫
病
が
流
行
し
た
が
、
虚
空
蔵
様
の

お
か
げ
で
矢
洞（
平
井
）の
き
ん
つ
ば（
橋
）

ま
で
で
収
ま
り
、
長
滝
に
入
っ
て
こ
な

か
っ
た
た
め
、
そ
れ
を
感
謝
し
今
後
の
加か

護ご

を
祈
る
」と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

3
さ
く
ら
ス
テ
ッ
プ
3

（
株
）杉
山
バ
ル
ブ
製
作
所

管理部購買課 リーダー　三島 亜純さん
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